
 

草津中通信 

令和２年１２月 ７日(月) 

 草津町立草津中学校 №18 

教育目標 心豊かで、高い知性をもつ、健康な生徒の育成  

人権週間（１２月２日～８日） 

 人権を尊重する考え方を広め，その理解を深めてもらうための活動が全国各地で行われています。昭和２３年に

国際連合が世界人権宣言を発表したことを記念して始められました。人権とは、人間が人間らしく生きる権利のこと

で、人間は誰もが生まれながらにもっています。日本国憲法でもすべての国民に保障されています。言い換えると 

「一人の人間としていのちが守られ、幸せになるための権利」と言ってもよいでしょう。お互いに相手の立場を考え、

思いやりの気持ちをもって相手に接する心が大切です。それが人権を尊重することになります。 

                                                人権擁護局 キッズルームより引用 

 

               ～人権週間の校長講話概要～ 

                     ハンセン病と新型コロナウイルス感染症 

 ハンセン病は小学校でも学んできているように、皮膚やその周囲の神経に障害の 

出る病気です。症状は人によって様々なのですが、明治以前は表に出て仕事ができ 

ず、家の奥や離れでひっそりと住んだり、家族に迷惑がかかることを心配し、放浪の旅に出たりして一生を過ごした

人もいます。ハンセン病の原因はらい菌の飛沫感染によりますが、発症すると目立ちやすいものの感染力が非常に

弱い菌で、その菌が内臓にダメージを与えることはなく、命を落とすことはないと言われています。 

 昭和初期、国は全国に療養所を設置して患者を強制隔離する政策をとりました。それが「ハンセン病は感染力の

強い怖い病気」というイメージにつながり、偏見や差別を一層広げることになったとも言われています。そのため、患

者は差別を恐れ、療養所から出にくくなり、体調が悪くても適切な医療を受けられないことがありました。 

 ～親や兄弟姉妹と一緒に暮らすことができない、実名を名乗ることができない。結婚しても子どもを産むことが許さ 

れない、一生療養所から出て暮らすことができない、死んでも故郷の墓に埋葬してもらえない～ という患者のこと

ばが残されているなどの実態がありました。そして、群馬県内に作られた療養所が栗生楽泉園だったのです。 

新型コロナウイルス感染症は、重症化して肺炎を引き起こすことがあり、感染者との接触で感染します。手洗いや、

マスク着用、室内換気、人混みを避けること 規則正しい生活をすることで予防できると言われていますが、ハンセン

病より感染力が強いといわれています。また、ウイルスは目に見えず、ワクチンや特効薬などは完成していないなど

不明な点が多く、人々の不安や恐怖は大きいままです。そして、その不安や恐怖を防ぐには、正しい知識を手に入

れる、冷静に判断する、幅広い見方や考え方で状況を理解することなどが何より重要と言われています。 

菌もウイルスも非常に小さいため、直接目で見ることはできません。そのことが人間はもともともっている習性「人は

何でもよいから見えるものをターゲットにし、それを攻撃することで自分を安心させようとする」を発現させますが、実

はそれこそが他人に対して差別をしたり、偏った見方をしたりする正体です。今回のコロナウイルス感染症に対して

は、湯治客の苦労を理解し、受け入れてきた温泉地としての歴史や、楽泉園とのかかわりの積み重ねがあったからこ

そ、町全体で人の痛みを感じることができ、感染症を冷静に見つめることができたのではないでしょうか。生徒一人一

人が、うがいや手洗い、教室換気などそれぞれの立場でできることをするのが感染症拡大に向けた予防対策です。

さらに、みなさんが正しい知識や冷静な理解をもつことで不安や不明を減らし、差別や偏見がなく、互いに相手の立

場を考え、思いやりの気持ちをもって相手に接する草津中学校を継続していきましょう。 

 

 

  

 



人権落語（１２／３ ６校時） 

 ○落語家 柳亭明楽（りゅうてい めいらく）さん 二ツ目 

   温泉らくご事務局から「草津町の事業を活用しては」という提案をいただきました。生徒に笑顔を届けたいとの 

  事務局のご厚意に感謝し、人と人とのかかわりにを考える機会として人権週間に落語を実施しました。 

  ○演目とあらすじ「初天神（はつてんじん）」；下記あらすじは「初天神」  「時そば」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はやぶさ２が地球に 12/6   太陽系の起源や進化と生命について調べるため、2014 年 12 月に日本が 

                           32億 km離れた小惑星リュウグウに向けて探査機

を打ち上げました。それが「はやぶさ２」です。地

球に試料カプセル投下後は、再び別の小惑星を

探査する旅に再び向かいました。 

                                          

 

税についての作文 

 吾妻国税懇話会長賞 受賞 

   佐藤 たまき 

**************************** 

「社会を明るくする運動」作文 

    県代表１５作品に選出 

    田村 匠 

･･･落語を聞いていると心が温かくなるような気がしてきました。私も誰

かの心をほっとさせたり、安心させたりできる存在になれたら良いなと思

いました。･･･ 

･･･笑うことで楽しいという思いが顔に出るので、周りの人と気持ちが共

有できている気がして、より、幸せになれると思います。･･･ 

 

 ･･･天満宮への道を歩きながら「ね、おとっつぁん、今日はおいらあれ買ってくれーこれ買ってくれ

っておねだりしないでいい子でしょ」「ああ、いい子だよ」「ねっ。いい子でしょ。ごほうびに凧を買

っておくれよ!」 父は、凧揚げは子供時代に腕に覚えがあったことを息子に自慢し、まず自分がと凧を

揚げる。そのうち、父は、すっかり夢中になってしまい･･･ 

 江戸の家族のほのぼのとした風景です。差別はいけないという正面からの働きかけはもちろん、あた

たかなふれあいを感じることも人権週間での大切な学びなのではないでしょうか。 

ふたご座流星群が見頃に 12/13 夜 ふ
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ご
座
付
近
か
ら
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生徒会ピアサポート 

 毎月実施しています。直

訳すると「仲間同士の支え

合い」となります。多様性を

認め合い、対等な関係性 

を通した交流を図っていま

す。 

群馬県中部地区アンサンブルコンテスト銅賞受賞 吹奏楽部 
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